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学校番号

令和 7 年度　　学校評価書　　　（　実施段階　）

福岡県立 八女農業 高等学校

昨年度の成果と課題 年度重点目標

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

「地域を愛し、地域社会の発展と活性化に貢献できる人材を育成する学校」
・人格の完成を目指し、心豊かでたくましく生きる力の育成を図り、農業に関する将来のスペシャリストを育成します。
・実験・実習等やＩＣＴ活用による体験学習を重視し、「まちじゅうが教室」の方針で地域の資源や教育力を取り入れた教育活動を行い、地域の将来を担う人材を育成します。

スクール・ポリシー
（三つの方針）

①ワンヘルス教育に関する研究協力校としての経験と実績を踏まえ、教育内容の精選と系統化を行う。
②ワンヘルス教育の実践校として先進事例の紹介や交流活動を通じた啓発的取組や教材開発に取り組む。

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に

関する方針）

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に

関する方針）

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに

関する方針）

○農業の専門的な知識や技術を身に付け自ら計画的に活用する力
○学んだ知識や技術を活かしてグローカルな視点で地域に貢献する力
○「ワンヘルス」の理念を理解し環境保護や人と動物との共生に意欲的に取り組む力
○地域の農や食、自然環境に関する諸課題の解決に貢献できる力

○スマート農業のメリット活かした実験・実習を取り入れ、課題解決型学習（プロジェクト学習等）を重視した系統的な教育の実施
○地域の農家と技術交流や地域農業の課題探求活動を通した探究的な学習の展開
○学校設定科目「八女茶業学」「ワンヘルス学」をはじめ本校ならではの教育による地域連携
○少人数クラスによる「学び直し」「進学対策」の徹底
○地域と連携し、「食」・「命」・「環境」をテーマにした様々な教育活動

○人・自然・食に興味があり、好奇心旺盛な人
○農業自営や地域産業の発展に貢献することに情熱を持っている人
○農業や生物資源等の４年制大学、農業研修機関へ進学を目指す人
○新しい課題に意欲的に取り組み、新しい自分を発見したい人

（１）生徒の確かな学力の育成を図り、地域との交流を深める活動を
通して農業に関する将来のスペシャリストとしての自覚と必要な専門

知識・技術を習得させる

①学習目的の明確化と規律ある授業を展開し、日常の授業に対して熱心に取り組む態度を育成する。
②地域との交流活動を通して地域貢献の意識を育み、本校での『学び』を地域に還元する意識と意欲を育む。

（２）生徒の学習状況の習熟程度に応じた個別やグループ別指導学
習等の取組みを行い、「基礎・基本の徹底」を図る

①教科・科目全領域において基礎学力の定着に向け、授業の工夫改善を図り、きめ細かい指導を行う。
②ＩＣＴを活用した授業等の工夫と活用を図り、生徒一人一人の学習能力の向上に努める。

評価
（総合）

A

（３）自尊感情を高め、他人を思いやることのできる心豊かな人間形
成に向けた取組を推進し、人権意識の高揚やいじめの撲滅を目指す

①挨拶等の礼儀作法の徹底、時間厳守や掃除の徹底、服装等、基本的生活習慣を確立する指導を全職員で取り組む。
②学校の教育活動全般を通じた人権教育を推進し、生徒一人一人を大切する学校づくりに努める。
③生徒支援相談・いじめ問題対策委員会を中心とした組織的な対応により、いじめの発生防止と支援を要する生徒の早期発見
に努める。また、ＳＣや訪問相談員、ＳＳＷの活用を図り、悩みを抱える生徒等への教育相談機能を活性化する。
④ 特別支援教育充実に向けた校内体制を活性化し、生徒の支援体制を整える。

（４）一人一台端末を活用し、探究的な学習に取り組み課題解決能力
を育成する

①生徒会活動及び農業クラブ活動の活性化を図り、農業高校の特色を活かし実践力のある生徒を育成する。(生徒による運営、
進行等活躍できる機会を増加する。）
②部活動の活性化に向け入部率の向上を図り、併せて学校活性化を図る。

（５）学校広報を強化し、中学生・保護者並びに地域の皆様に本校の
特色や魅力を配信する

①各学科の学習内容を精選するとともに魅力ある学科の教育内容をＨＰ、SNS等を駆使し発信する。
②中校訪問を定期化するとともに出前授業、学校説明会（含　個別）を積極的に行う。
③中学校や保護者へホームページ、広報誌を活かした広報活動を促進し、特色化選抜入試への理解を強化する。

（６）「ワンヘルス教育」を推進し、地域におけるワンヘルス教育の拠
点を目指す

学校運営計画（４月）
学校運営方針

具体的目標

【成果】新学科のスタートから３年が
経過し、魅力あるカリキュラムの構
築や指導と評価の一体化による指
導が成果に結びつつある。学習面
ではＩＣＴ環境が校内や農場で整備
されるとともに指導方法の工夫によ
り、個別最適な学びが可能となり各
授業でＩＣＴを活用した授業改善が
図られている。学校農業クラブ活動
では、全国大会や九州大会へ出場
し各部門で入賞することができた。
学校行事では本校の歴史や先人の
思いを学び、愛校心や自己有用感
を育むことにつながった。ワンヘル
ス教育では研究協力校として３年目
を迎え、森林環境を学ぶ学習、動物
の飼育環境考える学習を中心に学
習内容を充実することができた。本
校独自の特色ある教育活動が一層
充実できる環境が整ったことによ
り、生徒の学習意欲向上につなが
り、７年連続進路決定100％を実現
することができた。生徒募集では、
広報活動や地域連携事業を充実し
たこと等から定員を確保することが
できている。
【課題】挨拶や生徒会活動、部活動
など生徒の主体的な活動を推進す
るため八女市と連携し、地域に開か
れた学校づくりに継続して注力す
る。加えて、更に魅力ある学校とな
るよう、カリキュラムの見直しを行
い、教育内容を充実していく。

７７
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項目ごと
の評価
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・ノーチャイムにより、生徒の時間管理能力が向
上しており、授業に遅刻する者はほぼいない状況
である。
・観点別学習状況の評価も４年目となり、資質・能
力を多面的に評価できている。次年度は２学期中
間考査を評価テストに変更し、実施時期や範囲等
について柔軟に実施し理解の定着を図る。

・ICT活用については、GoogleClassroomによる授
業の連絡や課題・資料の配付、スタディサプリで
の動画・テスト配信など活用が進んでいる。
・教育課程検討委員会を計画的に実施し、令和８
年度の教育課程について改善することができた。
令和９年度から開設予定の学校設定科目「八女
の林業」の準備を進めていく。

・図書館HPは運用初年度ということもあり、一部の生徒
のみの利用にとどまった。市の図書館の本の利用は増
加するなど一定の効果はあった。今後はより多くの生徒
が利用するような働きかけを行っていきたい。
・校外のビブリオバトルや研修会に生徒を送り出すことは
できた。八女農祭の参加体験などのイベントも盛会で
あったが、学校の図書館の利用につなげられていないた
め、図書館利用につながるイベントを模索したい。

・生徒一人一人は思いやりがあり、友人のことをよく考え
ることができる。しかし、その友人への思いと規範意識を
天秤にかけると、友人を選ぶ傾向があり、結果的に集団
で社会（学校）のルールを破ることにつなるが、その認識
が甘い。次年度以降は、家庭・関係機関と連携を図り、
十分な規範意識を構築したい。

・あらゆる行事に生徒会役員が役割を持ち、企画
運営を行ってくれた。行事ばかりではなく、日々の
委員会活動にも力を入れて、生徒会を中心とした
委員会活動を活性化させたい。そのためには、行
事などで学科へ分担できるところは分担していき
たい。

・生徒支援課として、登校指導や交通指導といっ
た積極的に動くべきところが後手に回る場面が
あった。来年度は、生徒支援課がリーダーとなり、
全教職員で安心・安全な学校となるように取り組
んでいきたい。

・SC・訪問相談員を十分に活用し、個別の対応が
できている。関係医療機関とも連携が取れた。次
年度も継続していきたい。
・大掃除での美化点検をすることにより、更なる校
内環境整備に努めたい。

・保健委員も美化委員も、委員長を中心に責任を
もって活動することができた。次年度は、生徒自
身から提案したり行動できるように指導していきた
い。

・授業アンケートでは、授業の挨
拶や教材準備等は100％近くの
生徒が規律ある態度で授業に臨
んでいた。
・手帳活用状況アンケートから、８
割以上の生徒が提出物の管理等
に活用できていた。

自己評価

結果の考察と次年度の課題

・各教科、科目毎の年間学習指導計画に基づき、
学習の見通しをもたせることができた。
・教育支援学習会を実施し、各学年毎の教科担
当者で情報共有することで、課題がある生徒への
指導の工夫等ができた。次年度も継続する。

委員会活動（美化委員会・保
健委員会）の活性化

A

生徒の図書館利用の促進を
図り、知的好奇心を喚起する A

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見

図
書
課

生
徒
支
援
部

高等学校保健会筑後支部事務局の運営を通し、生徒保健委員会の活性化
を目指す。

委員の生徒に対するアン
ケートは、委員長交代の12月
または年度末に、取り組み状
況や次年度への工夫点につ
いて実施する予定。

A

保
健
課

クラスマッチなどの学校行事
で、生徒の縦と横のつながり
が深まるため、今後も生徒が
成長しながら楽しい学校生活
を送れるような取組を期待し
ている。

観点別学習状況の評価に取
り組んでいただき、生徒の意
欲・関心を引き出してほしい。

ノーチャイムの取組は大変良
いと思う。今後も続けていた
だき、生徒の基本的生活習
慣の確立に向け実施してもら
いたい。

「八女の林業」については新
しい学校設定科目で非常に
興味深い。また、学校の良い
評判をよく聞くことがある。次
年度も進路相談事業の参加
生徒の増加を期待している。

引き続き、八女市と連携した
図書教育の推進をお願いし
たい。

A

学校医・関係医療機関との連携や助言をもとに季節や行事に応じた指導を
行う。

第９学区中高連絡会事務局について、企画広報部と連携して円滑な運営を
行う。

A

A

A

保健課やSC、訪問相談員と連携して月１回の生徒支援相談・いじめ問題対
策委員会を開催し、生徒支援に生かす情報共有を行う。

毎月の「学校生活アンケート」をWebアンケートで実施し即時集計を行うこと
により、迅速な生徒状況把握と情報共有を実現する。

「学校いじめ基本方針」や「生徒指導マニュアル」等について職員研修を実施
し、全職員で生徒指導に取り組む体制を構築する。

進路指導部と連携して「キャリアパスポート」を全学年で実施し、年間５回の
HRの時間を確保する。

図書館HPの予約フォームの利用
は３６件、リクエストフォームの利
用は３件あった。八女市図書館の
蔵書の利用は２０冊ほどであっ
た。３年生へのアンケートでは「以
前より使いやすくなった」との回答
が２７％あった。
蔵書は生徒のリクエストに応じ、
約６０冊を新たに購入した。

生徒の健康課題やニーズを把握し、学年・他分掌等と連携して継続的支援
を行うとともに、健康教育推進事業やSC・訪問相談員の効果的活用に努め
る。

「学校生活アンケート」を月１回、「いじめアンケート」を学期１回実施すること
で、自分自身や他者との関わり方を見つめ直す機会をつくる。

歓迎行事を見直し、３学年の生徒を縦につなぎ、クラスの生徒を横につなぐ
学年初めの人間関係づくりの機会を設定する。

保健委員会による「保健だより」を発行し、健康に関する正しい情報を発信す
る。

大掃除を計画して美化活動に努めるとともに、学校薬剤師による調査・点
検・改善により教育環境の整備を行う。

評価項目 具体的目標 評価（３月）

安心安全で快適な教育環境
づくり A

具体的方策

各科目の学習目標や計画・観点別学習状況の評価を提示し、学習意欲の向
上を図る。

人間関係形成能力や自己肯
定感を高める学校行事の工
夫や
生徒会活動の活性化

A

組織的な生徒指導体制の構
築

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

ノーチャイムを継続し、時間管理能力と自己教育力を身につけさせる。

各学年と連携して手帳指導を行い、HRや各教科の授業で活用する場面をつ
くることで自己管理能力を向上させる。

学校生活アンケートを毎月
行ったことで、生徒の困り感
を拾い、困り感が少なかった
ことで、他者を思いやること
につながった。

クラスマッチなどの学校行事
の際に、生徒会を中心に生
徒からの意見を拾うことがで
き、生徒の積極的な活動へ
つなげることができた。

学校生活アンケートをwebで
行うことで、即時性が高まり、
生徒への対応も早くなってい
る。担任→学年→学校全体
へとスピード感を持って行うこ
とができた。

学校生活アンケートで、「学
校に行きたくない」が1.8％
教育環境に関する不満や不
安は０件であった。

第９学区中学生進路相談事
業後の中学生アンケートで
は、99％の中学生がとても参
考になった、または、参考に
なったと回答した。

授業アンケート結果から、９
割以上の生徒が授業のねら
いについて理解している。

教
務
課

生
徒
支
援
課

Ａ

Ａ

ＳＣや訪問相談員が十分に
活用されており、悩みが多い
生徒への相談体制が整えら
れている。

保健会事務局の業務は大変
だったと思う。インフルエンザ
の流行が本年は大きかった
ため、手洗い・うがいなどを
励行してもらいたい。

今後もスピード感を持って生
徒の指導を行うとともに、生
徒が安全・安心な学校生活
が送れるようにしてもらいた
い。

学校生活アンケートの結果
から、いじめなどの早期発
見・早期対策を適切に行って
いただきたい。

学習意欲を高め、学力の向
上を図る

特別活動、ＨＲを通して、将来の目標や自己の在り方を確立させる。

規律ある授業を実施し、学習
環境を整える

教務規定や授業規律を徹底し、規律ある学習環境を整える。

図書館HPを活用し、八女市立図書館と連携した蔵書検索をはじめとした図
書館サービスを提供することで図書館の利用の増加を図る。

図書委員への指導を充実させ、校外行事への積極的な参加を促し、学校で
の活動に反映させる。

生徒の学習支援のために、蔵書の点検及び充実を図る。

年間７回の規範意識育成学習会を実施し、生徒のマナーアップや自己指導
能力の向上を図る。

委員会活動を中心に挨拶運動を行い、明るく大きな声で挨拶できる生徒の
育成を目指す。

高い規範意識を持つ生徒の
育成

教育支援学習会を行い、学習内容を深めさせ、確実に基礎学力を定着させ
る。

生徒会活動に積極的に取り組ませ、学校行事を生徒主体で行う機会づくり
に努める。

他分掌と連携し、授業でＩＣＴを活用し、授業内容の理解度を深めさせる。

本校の将来ビジョンに基づき、学科の教育課程を検討する。
農業高校の特色ある教育内
容の工夫・充実と積極的な情
報発信を行う

美化委員会による行事等ごとの美化活動を実施し、美しい学校づくりを目指
す。

教
務
部

Ａ

Ａ
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項目ごと
の評価

自己評価

結果の考察と次年度の課題

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見
評価項目 具体的目標 評価（３月）具体的方策

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

A

B

A

B

A

A

B

A

B

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

B

Ｂ

Ｂ

A

B

B

B

B

B

B

B

A

B

B B

・差別発言や差別事象が起きた時の対応を的確
に行うことが課題である。人権・同和教育研修会
に多くの先生方に参加してもらえるように促した
い。

・進路ガイダンスなどの進路行事に関しては、多く
の生徒が、進路決定に参考にしていることがわ
かった。これらの行事と面談をからませて、早期
に進路目標を固めていけるようサポートしていき
たい。

・ほとんどの生徒が、一次募集で内定をとれたこ
とは、志望する会社を早く決めることができたこと
によると思われる。次年度も動き出しを早くし、夏
季休業中に十分な準備ができるようにしていきた
い。

・第一希望の学校にほとんどの生徒が合格でき
た。しかし希望校を決めるのが遅かった生徒が少
なからず見受けられた。大学に進学するというこ
とがイメージできない生徒が多い。2年生のうちに
オープンキャンパスなどに参加させることが必
要。

12月4日現在、進学希望者55
人中51人が合格。

校内で全学年とも３回行われ
た人権・同和教育授業では、
担任・副担任をはじめ学年所
属の先生方にも参加していた
だいた。

・八女市隣保館で毎週火曜日に開かれている質
問教室への参加を継続していく。
・高校生友の会への参加をしていく。
・八女地区合推の事務局と連携して年２回行われ
る夏期研修会と冬期研修会の内容を充実してい
く。

・不祥事防止、手帳活用方法等様々な研修を通し
て、職員の意識向上に取り組んだ。また授業アン
ケートにより各人の課題などが判明し改善に取り
組んだ。来年度も、本校独自の研修を導入するな
ど、学校の活性化に寄与したい。

ICT支援員と連携し、授業改善や研修会の充実を図る。

情
報
研
修
部

研
修
課

情
報
課

就職指導を充実させ、内定
率100%を目指す

ICTを活用した情報教育の推
進及びICT活用指導力の向
上を図る

全職員が人権・同和教育授業に参加する。

学校生活の領域において、教育の人権教育に取り組む。

生徒一人ひとりの実態を把握し、生徒と教師の関わりを強め、生徒を支援す
る。

進学指導を充実させ、志望
進路への合格率100%を目指
す

八女地区高校および県立学
校人権教育推進協議会（合
推）の運営を支援する

教員の指導力向上及び若年
教員の育成に繋がる研修を
各教科・各学科・各分掌と連
携して実施する

令和５・６年度に内定した企業との連携を深めるとともに、新規求人開拓にも
努める。

進
路
指
導
部

生徒のアンケートでは、どの
進路行事でも９７％以上の生
徒が「大変参考になった」ま
たは「参考になった」と答えて
いる。

・適切な機器の管理、データの管理について、定
期的に職員に呼びかけを行う。

・初任者研修だけでなく、教科部会の研究授業、
中堅教員研修等、多くの先生方が授業改善・研
究授業に取り組み資質向上した。職員が互いに
協力し合い、よりよい授業の実践に取り組んだ。
来年度も、さらに推進していきたい。

・クラスルームを用いた課題の配付や回収等の仕
方をマニュアル化する。

12月4日現在、就職希望者53
人中50人が内定。

２者面談、３者面談をこまめに行うことにより、適性に合った進路選択を促
す。

スタディサプリの利用を促進し、生徒の理解度やニーズに合った学びを提供
する。

A

Ａ

A

B

・福岡県奨学金や日本学生機構奨学金は事務室
において、久留米市、八女市、筑後市の奨学金
や吉田学術振興会の奨学金は就学支援担当者
方で推進していく形を継続して行きたい。

Ａ

Ａ

B

B

A

電子黒板やタブレット端末の更なる活用の促進を図り、授業等で適切に対応できるよ
う、活用能力及び指導力の向上を目指して研修会等を実施する。

B

進路交流会、大学進学支援講座、その他進路行事を通して、進学先の情報
提供を密に行う。

資格取得を推進する。（日本農業技術検定など）

人権・同和教育推進委員会の企画と運営を行う。

保健課、生徒支援相談・いじめ問題対策委員会との連携を密にして生徒の
問題解決にあたる。

各種奨学金の案内、手続き等を行う。

八女地区合推の定例学習会の充実化を図る。

八女地区合推の総会・夏期研修会並びに冬期研修会などの企画・立案の支
援を行う。

農業後継者育成を推進する。（農業関係機関への進学も含む。）

進
路
指
導
課

B

人
権
同
和
教
育
課

様々な奨学金を利用し、生徒
の学習・進路に繋げてもらい
たい。

積極的に外部機関とも連携
した人権教育を今後もお願い
したい。

ICT等、業務業務の多忙化に
伴い、先生方の負担が増え
ているのでは。ＩＣＴを活用し
たアンケート等が業務の効率
化につながることを期待す
る。

先生方が多忙な中、研鑽を
積まれていることに驚いた。
生徒のために大変でしょうが
良い授業の実践のためにも
研修を積んでほしい。

生徒が授業で１人１台のタブ
レットを使える環境が羨まし
い。

情報の取扱いに注意をされ
ていることが分かった。

引き続き広報活動の継続を
期待する。

スタディサプリ等の活用が生
徒の進路に結び付いている。
多様な進路への適切な対応
をお願いしたい。

地元に戻り、農業に携わる生
徒たちを是非多く育ててほし
い。生徒が地域企業で頑張り
たいということは、地域にとっ
て頼もしいことである。

四年制大学へ進学しようとす
る生徒が増えていることはよ
いと思う。今後も継続した指
導をお願いしたい。

これからの時代を生きる上で
必要な事柄を取り上げつつ、
人権教育を進めてほしい。

生徒一人ひとりの希望進路
を把握し、適切な進路指導を
行う

本校の教育活動の全領域に
おいて人権・同和教育を積極
的に推進する

志望理由を明確にさせ、面接練習を充実し、自信をもって試験に臨めるよう
にする。

進路HPの充実や、進路ガイダンスなどを通して、進路情報を分かりやすく提
供する。

チャレンジ委員会を充実させ、４年制大学、特に国公立進学希望者を増や
す。

年１２回予定されている生徒
支援相談・いじめ対策委員会
の中で情報の共有がなされ
ている。

今年度も事務局的な立場で
はないが、企画の準備段階
から当日の運営に微力では
あるが携わることができた。

授業アンケートを実施し、職
員は授業改善に向けた工
夫・改善に取り組んだ。

初任者は、多忙の中でも、多
くの学びを深め、教員として
の資質を向上させた。

初任者の指導力育成及び向上に繋がるよう、指導教員等と連携し、研修を
計画立し実施する。

B

メンテナンスにとどまり、行事ごと
に、ホームページ更新の係の役
割分断ができなかった。

A

B

外部諸機関との連絡・調整を行う。高校生友の会への参加。

学校の教育課題とその解決策や職員のニーズに対応した研修を企画・実施
する。

ホームページの管理・更新を
定期的に行う

本校の生徒の学習を保障
し、積極的に生徒の学校生
活を支援する

各部と連携しながら、ホームページの管理と更新を定期的に行う。

校内のPCやネットワーク管
理及びデータの保存の仕方
を整理し円滑な運営を図る 各ファイルサーバや共有ドライブへのファイルの保存の仕方にルールを作

り、ファイルやデータを利用しやすい環境を作る。

教員がOJT等を通して、互いにサポートし合い、学校全体が協力し総合的に
研修を推進していく。

若年教員研修がスムーズに実施できるよう、校内だけでなく関連機関との連
携や報告文書送付等を遺漏なく行う。

職員研修の企画・運営及び
円滑な運営を図る

・各行事の役割分担の中に、ホームページ更新
のデータ収集の係を作ってもらう。

校務用PCや校内にあるPC
のOSのアップグレードを行う
ことができた。トラブルへの対
処は迅速に対応できた。

ICT機器の活用方法を紹介したり、効果的な指導ができるような研修会を実
施し、職員へのサポートを行う。

研究授業を推奨し、年１回以上の授業アンケートを実施することで、教員の
授業改善を図る。

校内のPCやネットワークが円滑に運用されるよう、日常のメンテナンスを心
掛け、問題が発生した場合に迅速に対応できるようにする。

ICT支援員に新しいクラスルーム
の活用の仕方について、アドバイ
スを受けることができた。今後、
授業への活用を目指す。

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ
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項目ごと
の評価

自己評価

結果の考察と次年度の課題

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見
評価項目 具体的目標 評価（３月）具体的方策

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

A

A

B

A

B

A

B

B

A

A

A

B

B

A

A

A

A

A

A

A

A

B

B

B

A

A

B

ＰＴＡの活動も盛んで、八女
農祭や親睦バレーボールな
ど楽しみにしている。保護者
には積極的に学校行事に携
わってもらいたい。

年間の学校行事が本校は多
いため、非常に先生方も忙し
いと思うが円滑な学校運営を
お願いしたい。

広
報
課

広報課担当職務の計画・立
案及び円滑な運営を図る

各学科の広報担当者より販売実習等の活動を連絡してもらい、八農便りや
パンフレットの発行、学校ＨＰ等で本校の活動を校内外で発信する。

・中学校訪問10校、PTA学校見
学3校、新聞等の掲載5件
・進路相談事業の参加者451名
は高校選択において83％が体験
入学や進路相談会などの対面に
よる情報提供を重視していること
がわかった。

B B

・中学校への高校説明会や保護者の学校見学の
対応は協力して実施できたが、学校新聞の発行
やホームページの更新が十分に行えず、広報活
動に課題が残った。今後は情報収集と更新体制
を見直し、効果的な情報発信に努めていきたい。

式典・行事等の企画・立案及
び円滑な運営を図る

八女地区PTA親睦バレーボール大会事務局の円滑な運営を図る。

会議や行事に係る資料の印刷や管理等、学校運営における企画、庶務全般
の運営を円滑に行う。

防火防災避難訓練の企画、立案及び円滑な運営を図る。

表彰に係るデータの管理、表彰式の計画、表彰状の作成等遺漏なく行う。

ＰＴＡ行事、互助会行事、親和会行事の参加を促し、成功させる。

ＰＴＡ総会、ＰＴＡ視察研修会等の企画、立案及び円滑な運営を図る。

・庶務課の定期的な会議を実施し、庶務課職員の
意思疎通の徹底を図り、各行事の企画、立案と
円滑な実施につなげる。

防火訓練では、生徒の行動
が早いとの消防署からお褒
めの言葉をいただいた。職員
会議の準備や全校集会に生
徒会、農業クラブと連携を図
ることができた。

A
PTAの研修会では23名の方が参
加され、その全員に良かったとい
う返事をいただいた。文化祭は、
道の駅たちばなの手伝いを行っ
たが、参加された全保護者が良
かったと答えられた。

・生徒数が減少し、PTA会費も少なくなってきてい
る。PTA活動の質は落とさないようにしながら、内
容を精選し保護者、職員ともによりやりやすい内
容にしていきたい。

A

保護者との連携を強化し、本
校PTA活動及び八女地区高
P連行事の円滑な運営を図る

A

地域との交流や販売などの
活動が行われていおり、地域
の方も楽しみにしている。今
後も継続して取り組んでもら
いたい。

各学科、各学年との連携を密にして行事や実習等の情報を収集し、新聞・ラ
ジオ・テレビ等の各メディアと連携して中学生や地域に発信する。

第９学区進路相談事業の事務局として円滑な運営を図る。

1
学
年

「時を守り、場を清め、礼を正
す」を基本に生活習慣を身に
つけさせる

場を逃さず個別指導、学年集会を行い学年で統一した指導を行う。
集会時等の時間厳守は良く
守られていた。
だが、身の回りの管理やあい
さつにおいては、いまだに指
導していて定着できていない
のが現状である。

A

A

・学年で統一した指導ができ、生徒も落ち着いた
学校生活を送った結果だが「時を守り、場を清
め、礼を正す」を基本に来年度も指導していき進
路指導につなげていきたい。

基本的生活習慣の定着と、
社会人となるための基礎を
身につけるようお願いした
い。

時間厳守や学習環境（机には物を残さない）等身の周りの管理を徹底させ
る。

笑顔で、元気な挨拶を行い、地域から信頼される生徒を育てる。

授業規律の確立と学習支援
を図る

あいさつをきちんと行い、落ちついた態度で授業を受けさせ基礎学力の定着
を図る。

学習面においては、おおむね
良好であったが、2学期の中
間考査では各クラス数名２科
目以上の欠点を持つ生徒が
おり個別の指導が必要であ
る。

A

・スタサプの取り組みが定着してきているが、基礎
学力につながっているか不安な面もある。1学期
は、欠点保持者が一人もいなかったが、２学期の
中間考査では各クラス数名の欠点保持者がいる
ため授業規律や学習環境の整備は来年度も継続
して行いたい。

早い段階で進路を考えること
が重要であり、様々な取組を
継続していただきたい。

教科担当や学年と連携し、早期に成績不振者への手立てを行う。

机上に無駄なものを置かず授業に集中させる環境づくりを行う。

保護者、保健室、SC等との
連携

企
画
広
報
部

庶
務
課

適宜、保護者との連絡を密にとり生徒の情報共有を行う。
生徒の情報共有は、しっかり
と行うことができた。学年全
体として欠席者が少なく保護
者からの連絡も徹底していた
ので生徒の把握はできた。

A

・保護者への連絡や保護者からの出席の連絡
は、適宜行えた。また、SCとも連携が取れ生徒の
情報共有もできたが、来年度は学科が決まり人
間関係も変わるため生徒の見守りを強化し支援
部との連携も密に行いたい。

なかなか子どもからの情報が
保護者へ届きにくい。安心
メールを使ったお知らせはと
ても助かっている。

保健室との連携や積極的なSCの活用で生徒情報の共有を行う。

無断欠席や遅刻生徒の保護者を徹底し生徒の居場所を把握しておく。

2
学
年

「凡事徹底」
　・時間厳守
　・挨拶の励行
　・規則の遵守

ノーチャイムでも５分前行動が行えるように、あらゆる場面で指導を行う。
５分前行動は84％、挨拶の
励行は93％、規範意識は
96％以上の生徒が守ってい
ると回答している。 A

A

・「時間厳守」「挨拶の励行」「規則の遵守」の３本
を柱として、生徒指導を行った。概ね目標を達成
していると思われるが、一部に意識の低い生徒が
いる。次年度は社会人になるために必要なマナー
として生徒指導を行っていきたい。

生徒はよく挨拶をしてくれて
いる。ただし、自転車のマ
ナーやながらスマホなど、ま
だまだ守られていない現状が
ある。

挨拶をすることがコミュニケーションの基本であることを理解させ、継続的な
指導を行う。

校則や規範意識を高めさせ、自律できる生徒を育成する。

希望進路の確立とその実現
に向けた指導の充実

高校卒業後の進路を間違えずに選択し、その道に進むために必要な学力等
を育成する。

進路について日頃から考え
ている生徒は76％、検定や
資格取得に取り組んでいる
生徒は76％に留まっている。
進路についてほとんど考えて
いない生徒が６％いる。

B

・高校卒業後の進路意識が低い生徒が24％もい
る。次年度には具体的に進路決定していかなけ
ればならないので、進路指導部と連携し、早期に
意識の高揚を図る必要がある。検定や資格取得
については学科主体に行われているものが多い
ので学年としても積極的に協力をしていきたい。

積極的に様々な資格取得を
お願いしたい。そうすることで
生徒自身のモチベーションの
向上に繋がると考える。

ICT・タブレットの活用を図り、進路指導部と連携して進路に関する情報を提
供する。

各種検定・資格取得に向けて指導を徹底する。

基本的生活習慣の確立

安易な欠席や遅刻をさせないように指導し、長期欠席に繋がらないように継
続的な指導を行う。

94％の生徒が遅刻・欠席をし
ないように心がけている。
84％の生徒が身の回りの環
境整えようと心がけている
が、16％の生徒はあまり心
がけていない。

A

・多くの生徒が基本的生活習慣が確立できてお
り、充実した学校生活を送ることができている。一
方、一部の生徒に規範意識の低さ、環境美化意
識の低さが感じられる。来年度には成人となるの
で、大人としての意識や行動がとれるようにきめ
細かな指導を行っていきたい。

遅刻・欠席が少ないことは大
変よいこと。引き続き指導を
お願いしたい。

頭髪・服装および問題行動等については、学年団として積極的に指導を行
う。

教室やロッカーをはじめ、身の回りの環境を整える。

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ
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項目ごと
の評価

自己評価

結果の考察と次年度の課題

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見
評価項目 具体的目標 評価（３月）具体的方策

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

A

B

A

A

A

B

A

A

A

A

B

A

A

A

A

B

A

A

B

A

A

A

A

B

A

A

A

生徒へのアンケート結果より、
「最上級生として１・２年生の模範
となる行動ができた」と回答した
生徒は９３％、「誰に対しても挨拶
をしている」と答えた生徒は９５％
だった。

A

・学校行事に３年生という自覚をもって取り組む中
で、１・２年生の模範となる行動をする意識を培う
ことができた。また、挨拶については１年次より継
続して行うことができた。この姿勢を最後まで継
続させたい。

目標をもって日々の生活を送
送っていることは大変良いこ
と。１，２年生もその姿を見て
成長してほしい。

挨拶を励行し、他者に対して思いやりを持って行動するように指導を徹底す
る。

学校行事の中で、１・２年生と協力して活動する意識と態度を育成する。

A

・地域交流活動や、ワンヘルス教育推進に力を入れ、動物ふれ
あい体験やホリデーハッピースクール（八女市まちづくり提案事
業）などを実施した。また、中学生体験入学の参加者も年々増加
しており、本校への期待の高さがうかがえる。来年度以降も継続
していける取り組みとなるように、農務部、各学科、広報で組織
的に指導していく。

ホリデーハッピィースクール
（年間8回）は非常に良い取
組である。地域住民が学校
の良さを知るいい機会となっ
ている。

インターンシップの受け入れ先の検討や事前指導・事後指導の徹底を図る。

ホリデースクールや地域イベントでの販売実習に積極的に参加して、日頃の
学習成果を地域に還元できる能力を育む。

農場の環境整備と備品の充
実、農業ＤＸの推進

５分前行動を徹底し、余裕をもって行動する意識を身に付けさせる。
生徒へのアンケート結果より、「５分前
集合ができている」と回答した生徒が
９０％、「遅刻・欠席をせずに学校に来
ることができている」と回答した生徒が
８８％、服装・頭髪は校則を守っている
と回答した生徒が９８％だった。

A

A

・「５分前集合」を継続して呼びかけ、余裕を持っ
て行動する習慣が身についた。服装・頭髪につい
ても、ほとんどの生徒が校則を守っている。一方
で、一部の生徒が遅刻・欠席を繰り返す現状があ
り、継続して指導を行いたい。

生徒の様子を見てみても服
装や頭髪など気にならなく
なってきた。先生方の指導の
成果だと思う。

遅刻や欠席を安易に繰り返すことのないよう、学年全体で継続して指導を行
う。

頭髪・服装および問題行動等については、生徒指導部と連携し、学年全体で
指導を行う。

進路実現に向けた指導の充
実

進路指導部と連携してICTを活用し、生徒に対して適切な情報提供を行う。
生徒へのアンケート結果より、「進路指導部
のホームページを活用した」と答えた生徒が
全体で７１％おり、特に就職の生徒について
は９０％が「役に立った」と答えた。また、漢
字検定準２級に５名、情報系検定の２級に９
名、農業技術検定２級に１名が合格した。進
路実績については進路指導部参照。

A

・特に就職指導において進路指導部のホーム
ページの活用を積極的に推奨したことで、生徒に
適切に情報が伝わった。また、担任を中心として
丁寧な面談や面接指導を行った結果、ほとんど
の生徒が第一志望に合格した。検定にも積極に
取り組み、左記のような成果を上げた。

３年生としての自覚や自分の
将来の目標に向け努力をし
ている様子がうかがえる。い
い勉強の環境ができている。

進路指導部および学科・各教科と連携して個人面談や三者面談を計画的に
行い、進路実現に向けて主体的に行動させる。

各種検定や資格取得に積極的に取り組ませ、より上級の資格取得に挑戦さ
せる。

他者と協働し、最上級生とし
て学校全体をリードする生徒
の育成

最上級生としての自覚を持ち、１・２年生の模範となる振る舞いを身に付けさ
せる。

3
学
年

基本的生活習慣の確立

必要備品の購入と計画的な廃棄処分を行う。
・高校DX加速化推進事業の実施
2年目（農業DXの推進）
・農業高校DX人財育成事業での
社会人招聘事業1回（1学年：120
名）、インターンシップ1回（2学年：
56名）

A

・高校DX加速化推進事業と農業高校DX人財育成事業
の2つのDX事業で、大学、企業と連携した専門講師の招
聘を実施し、最先端の農業技術に触れることができた。
次年度以降も、限られた予算の中で農業DX化が進むよ
うに、各学科、普通科と連携して計画を進めていきたい。

県内屈指の農業高校として、
未来を担う人材育成と最先
端の教育環境へ整備が進ん
でいることが今後良い結果に
繋がればと思う。生徒の育成
が楽しみである。

授業に活かせる農場・実験室・実習室の整備を行う。

動植物の環境モニタリングを整備して農業ＤＸ化の推進を図る。

Ａ

Ａ

農
務
部

農業教育の充実と農業クラブ
各種競技の組織的指導

「まちじゅうが教室」の方針で地域の資源や教育力を取り入れた体験学習を
重視し、専門知識・技術を身に付けさせる。

・農業クラブ全国大会最優秀賞
（文部科学大臣賞）1名、優秀賞3
名
・農業クラブ九州大会出場（プロ
ジェクト発表）

A

A

・「まちじゅうが教室」の方針で、地域の農家や地元企業、専門学
校の講師を招聘し、より専門的な知識・技術を身に付けることが
できた。
・農業クラブ活動では、各種競技の指導を学科の枠を越え、組
織的に行ったことが、全国大会最優秀（文部科学大臣賞）の受
賞に繋がった。指導が特定の教員のみに偏らないようにしたい。

今年は農業クラブ全国大会
で最優秀賞・文部科学大臣
賞を受賞することができた。
とても素晴らしい。是非後輩
も頑張ってほしい。

農業クラブ活動の活性化を図り、生徒による運営、進行等活躍できる機会の
増加に取り組む。

プロジェクト発表、意見発表、農業鑑定競技等の指導を学科の枠を越えより
組織的に行う。

農業教育の理解とイベントに
よる学校ＰＲ

地域におけるワンヘルス教育の拠点を目指したイベントの企画・運営活動に
力を入れる。

・ワンヘルス実践教育モデル校として発表・
広報、ワンヘルスイベントに参加
・ホリデーハッピースクール８回実施（アン
ケート）
・中学生体験入学（中学生：268名、保護者：
176名）
・２学年インターンシップの参加率１００％

生
産
技
術
科

先端技術を取り入れた教育
内容の充実とワンヘルス教
育・GAP教育の推進

適切な実習機器を導入し、専門知識・技術の習得及び、得られたデータや情
報を活用する思考・判断・表現力の育成を図る。

・福岡県GAP認証制度を令和８年
度まで期間更新。
・各圃場においてICT機器を設置
し、スマート農業への環境を整え
ることができた。

A

A

・福岡県GAP認証制度の取組を通して安心安全な農業
生産について実践できた。この制度は令和８年度で終了
するため、今後は国際的なGAP認証制度に取り組んで
いきたい。
データを収集する環境は整ってきているので、データを
活用した実践的な学びを展開していきたい。

ワンヘルス教育やGAPなど
の生産工程管理などを引き
続き地域と連携しながら進め
てほしい。

学科の特色を活かしたワンヘルス教育と安心安全な農業生産の実践に向け
てGAP教育を行う。

生徒の興味関心を把握し、教材研究と授業展開を行う。

地域農業の発展・活性化に
貢献できる将来のスペシャリ
ストの育成

農業体験や販売会等の地域交流を積極的に行い、「学びを地域に還元」を
実践する。

・農業クラブ
全国大会：農業鑑定競技分野「果樹」優秀
賞
福岡県大会：農業鑑定競技分野「果樹」「作
物」優秀賞、意見発表Ⅱ類優秀賞、平板測
量競技大会出場
・農産物販売会への参加

A

・農業クラブ活動では、全国大会と福岡県大会で優秀な
成績を収めたが、近年プロジェクト発表では十分な成果
を上げることが出来ていないため、教職員で連携して指
導にあたっていきたい。また、社会人招聘事業や外部講
師等の活用については、授業内容や生徒の状況に応じ
て積極的に取り組んでいきたい。

今後も地域農業などの担い
手の育成のため、大変だとは
思うが頑張ってもらいたい。

意見発表やプロジェクト発表、各種競技など農業クラブ活動に主体的に取り
組む。

社会人招聘事業や外部講師を活用して、地域文化に触れる機会を取り入れ
る。

希望進路実現に向けた組織
的指導

希望進路を把握し、一人ひとりに応じた進路指導を丁寧に行う。
・就職11名、進学5名
・令和7年度　森林・林業の担い
手育成事業5名参加
・インターンシップ先
農家12名、JA関連6名、農業関
連企業5名

A

・生徒の希望進路に応じた指導を教職員で連携して行う
ことができた。インターンシップについても生徒の希望に
応じて新たに受け入れ先を広げることができた。次年度
以降も積極的に取り組んでいきたい。

インターンシップでは、生徒
の挨拶や取り組む姿勢がと
ても素晴らしい。

将来を見据えたインターンシップ先の選定を行い、進路選択へと繋げる。

基本的生活習の確立に向けて、生徒の課題や特性を職員間で共有し指導を
行う。

Ａ
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項目ごと
の評価

自己評価

結果の考察と次年度の課題

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見
評価項目 具体的目標 評価（３月）具体的方策

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

B

A

A

A

A

A

B

A

A

A

A

A

A

A

A

A

B

A

A

A

B

A

A

A

A

A

A

学科の特色を生かし、農業生産物の充実と付加価値の高い農作物の生産を
図る。

授業内容（ICTの活用）の工
夫、改善を進め、分かりやす
い授業に取り組むことができ
た。また、実習において実習
日誌を毎時記録し、提出を徹
底できた。

A

A

・一昨年度より本科において農業DXの取り組み
が進んでおり、環境制御温室の整備が進んでい
る。次年度からSDGs（持続可能な農業）の栽培計
画を立て情報機器を活用した栽培技術を確立し
取り組んでいきたい。

野菜や花卉栽培も盛んであ
り、地域農業と連携した担い
手を育成していただきたい。

一年生に対して学科の内容を分かりやすく説明し、特色ある教育内容の充
実を図る。

新たな栽培技術,スマート農業等に取り組み、高度な知識や技術の習得を図
る。

A

・動物ペット科の新たな取組みとして、「プロジェクトの
日」を月に１～２回実施した。２、３年生の縦の繋がりを強
化し、プロジェクト学習を３年生が２年生に教えることが
できた。このことにより、３年生は２年生に研究の内容を
言語化し、説明したことで、OJTが徹底できたと考える。
また、社会人招聘事業での動物のトレーニング等から技
術を学び、それを動物ふれあい交流に活かすことができ
た。次年度の課題は、プロジェクト学習の学びをさらに深
めるために、プロジェクト日誌等も上級生と下級生で構
成、作成し、縦の繋がりをさらに強化することで、プロジェ
クト学習をより探究的に展開させていく。

年間を通して多くの来校者や
依頼があることは素晴らしい
ことである。よいアピールで
あり、地域の一人として継続
を望む。

外部講師や社会人招聘事業を活用し、動物飼育管理に関する基礎・基本的
な教育活動を充実させる。

学科での『学び』を通し、地域農業の課題探求活動を通した探究的な学習の
展開を行う。

進路開拓と進路指導の充実

基本的生活習慣の確立並び
に生徒理解に努める

毎時の授業において服装、頭髪、挨拶、言葉遣い及び時間厳守等の指導を
徹底し、規律ある学校生活を送らせる。

毎時の授業において服装、
挨拶等規範意識の指導を徹
底し、進路実現に向けた授業
を進めることができた。 A

・生徒一人一人に寄り添い、日々の学校生活にお
ける健康、悩みや成就感などを共に感じ、安心し
て学校生活が送れるように継続的に丁寧に支援
していく。

花や果物など、販売所での
評判も非常に良い。引き続き
農業の人材育成に取り組ん
でほしい。

実習時間等を活用し、生徒一人ひとりの理解に努める。

生徒の情報を共有し、専門教科の指導を通して進路実現に向けて個別指導
を大切にする。

学習意欲の向上を図る

課題解決学習に取り組み、学習意欲の向上を図るとともに自主性を身につ
けさせ、生徒の探求心を引き出させる。

専門教科の授業を通して資格取
得の検定試験に取り組み、進路
実現に繋げることができた。ま
た、実験、実習において各自の研
究課題をもとに自主的に取り組む
ことができた。
就職・進学率１００％。進学者９
名。就職者１９名

A

・専門教科（総合実習、課題研究など）の授業を
通して生徒一人一人に責任を持たせ、生徒自ら
考え、実践に結びつけることができた。また、将来
の進路を見据え、資格取得の講座開設を充実し
ていきたい。

農業の知識・技術が身につ
いていることが分かった。継
続してほしい。

資格取得のための指導を強化し、合格率をの向上と上級の資格取得を目指
しスキルアップを図り、進路実現に繋げる。

栽培品目の担当を決め、責任感や協調性を身につけさせ、学習意欲の向上
を図る。

シ
ス
テ
ム
園
芸
科

教育内容の充実、指導の工
夫・改善を図る

進路指導部や学年と連携し、新たな進路開拓（企業・上級学校等）の充実を
図る。

就職、進学率１００％
私立大学合格者：７名
短大、専門学校合格者：１１
名
就職：１２名

A

・進路指導部、学年、学科の連携が活発だったため、校
是である「可能性にチャレンジ」に生徒が積極的に応え
てくれたと考える。授業や実習の始まりの挨拶では、挨
拶の仕方について指導を徹底し、進路指導に活かすこと
ができた。今後も４年制大学の進学や動物関連の就職
先を進路指導部等と連携しながら、開拓していく。

学科の特徴による進路開拓
が今年度の進路実現につな
がっていると思う。今後も継
続して取り組んでいただきた
い。

進路実現のために進路指導部やチャレンジ委員会、学年と連携し、面接や
小論文等の指導の充実を図る。

規範意識の向上や元気のよい挨拶の徹底、基本的な生活習慣の徹底を行
う。

Ａ

Ａ

動
物
ペ

ッ
ト
科

ワンヘルス教育の実践と生
徒の主体的な学習態度・意
欲の向上を図る

ワンヘルスや科訓「敬天愛動」の精神を理解させ、人にも動物にも愛される
人材を育成する。

・ワンヘルスアンケート
ワンヘルスを理解できたか
・生徒：１００％
・ワンヘルスアンケート
動物ふれあい交流とワンヘルス
の関係が理解できたか
生徒：８５％

A

A

・動物ふれあい交流の生徒の感想から、「当初は子ども
達に声掛けができなかったが、毎回前回の動物ふれあ
い交流の振り返りを行ったことで、反省を活かすことがで
きた」と回答した生徒が多数いた。このことから、前回の
動物ふれあい交流の振り返りシートや授業内でふれあ
い時の動画での振り返り等を行ったことで、動物ふれあ
い交流において主体的・対話的で深い学びを実践できた
と考察する。次年度の課題は、地域イベントでの動物ふ
れあい体験も行ったが、生徒主体のイベント運営が出来
なかったため、地域の課題を理解させ、「まちじゅうが教
室」の方針のもと、生徒が考える動物と地域のイベントを
実施し、地域のワンヘルスの認知度を向上させていきた
い。

ふれあい動物は地域でもとて
も人気があり、高評価であ
る。また、ワンヘルス教育に
も積極的に取り組んでおり、
今後この学科を希望する生
徒が増えることを期待してい
る。

見方・考え方を働かせた実践的・体験的な学習活動を通して、地域社会を支
え産業の担う職業人として必要な資質・能力を育成する。

ワンヘルスの研究協力校として、「まちじゅうが教室」の方針のもと、動物ふ
れあい交流や移動動物園を実施し、地域の将来を担う人材を育成する。

学科の特色を活かした教育
活動の充実

農業クラブ活動において学科の縦の繋がりを強化し、農業クラブ活動の活性
化を図る。

・農業クラブ活動
農業鑑定競技分野「畜産」全国大会
最優秀賞、文部科学大臣賞受賞
プロジェクト発表九州大会出場１組
意見発表九州大会出場２名
・地域の動物ふれあい交流
１７件

食
品
開
発
科

基本的な生活習慣・社会的
マナーの確立

挨拶や正しい言葉遣い、高校生らしい服装や頭髪等、清潔感のある身だし
なみについて、意味を考え自ら実践することのできる態度を身につけさせる。

基本的生活習慣・社会的マ
ナーについては学科生徒の
９０％の生徒はマナーの修得
は出来ていた。また、出席状
況については８０％以上の生
徒は欠席・遅刻が５回以下で
ほとんどない。

A

A

・食品開発科の完成年度２年目となった年だった
が、社会人としてのマナーなど意識づけることが
不十分で、多くの課題が残った。
・欠席・遅刻への指導については保護者と協力し
てさらなる改善に取り組んでいく。

販売所などでの生徒の対応
はとても良い。引き続きマ
ナー教育などの実践等をお
願いしたい。。

授業開始・終了での指導を、共通理解を持って行う。

遅刻・欠席・早退の届け出の徹底し、事後指導について確実に行う。

「食」に関するスペシャリスト
として知識・技術を取得させ
る

「食品製造」・「食育」の専門性の知識の習得を図る授業を展開する。八女農
ブランドの積極的な開発と資格取得の推進。

インターンシップ先のアン
ケートで、今年度は１００％受
け入れ先から良いという評価
を受けた。進路の決定状況
においても１００％第１希望へ
の進路を決めた。

A

・食品開発科の３学年全ての授業体制が実施され、カリ
キュラムの問題点も出てきたことから、令和８年度入学
生から、一部のカリキュラムの改正をして対応していく。
・今年度の就職については求人が多く良好だったが、来
年度は景気の後退も考え対応を考えていく。

食に関するスペシャリストの
養成の観点から、様々な資
格取得にチャレンジしてもら
いたい。

生徒の希望に合う外部講師やインターンシップ先の開拓を行い、進路実現に
つなげる。

進路指導との連携を図り、生徒の希望や特性を把握し、学科職員の共通理
解の基、進路指導を行う。

地域との交流活動を通して、
あらゆる場面を学習活動の
場とする

地域連携・外部講師による事業を積極的に導入し、授業を充実させる。
外部講師や地域へのイベント
の参加については１００％の
生徒が良かったとの回答で
あった。地元企業や行政と連
携して新商品開発にも取り組
んでいる。

A

・今年度も地域イベントへの参加や外部講師によ
る授業などに取り組んできた。特に地域イベント
については生徒への学習効果はあるが、職員へ
の負担が多く、参加するイベントの再検討も必要
であり次年度の課題として考えていく。

様々なイベントを通して学校
を知る良い機会となる。学校
の良さ、生徒の活動を地域に
アピールしてほしい。

各行事において規律や団結を学び、リーダーの育成と生徒間の協調・連携
を深める。

プロジェクト学習の発表会を各学年で行い、科学的思考力や問題解決能力・
コミュニケーション能力を育成する。

Ａ
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項目ごと
の評価

自己評価

結果の考察と次年度の課題

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見
評価項目 具体的目標 評価（３月）具体的方策

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

A

A

A

B

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

A

・丁寧さと迅速な対応を継続する。
・施設・設備の老朽化により、修繕箇所が年々増
えているため、教育活動に影響がないように適切
な対応を継続する。

学校関係者評価

・地域社会に根ざした農業と人財の育成を目指して、地域社会や関連企業と連携した地域がかかえる課題や農業に関する探究的な学び、ならびに交流活動などを生徒主体で推進する。

・農業の生産活動や環境及び動植物の生理生態に関する食・命・環境・食育や健康に係る体験的な学びにＩＣＴ技術を活用して、生徒の思考力・判断力・表現力を高める。

・農業教育を中心とした豊富な体験的活動と３年間の系統的なキャリア教育を結び付けさせながら生徒自身に未来の姿を描かせ、希望進路の実現や自己実現を図る。
　
・ＰＴＡや同窓会、八女市をはじめ地域社会の公的機関（教育等機関や警察、消防など）や農家・企業・関係諸機関・地域住民の方との連携を図り、教育活動や安全・安心な学校づくり、並びに生徒の健全育成
に努める。

・DXハイスクール、ワンヘルス・ＳＤＧｓといった社会活動や農場等の学習環境（ＩＣＴ環境やスマート農業等）の整備に努める。

評価（総合） 自己評価は

　Ａ：適切である

　Ｂ：概ね適切である

　Ｃ：やや適切でない

　Ｄ：不適切である

Ａ

評価項目以外のものに関する意見

Ａ

学校を陰ながら支えていただ
きありがたい。来客の対応等
も常に適切であり好印象であ
る。

教育活動に必要な予算を適
切に執行した。監査等では、
適正な執行を評価されてい
る。 A

・教育活動の充実のため効果的な予算執行を継
続していく。

今後も適切な事務処理が行
なってほしい。

事
務
部

電話応対・来客接遇の向上
を図る

相手の立場に立った丁寧な対応を心掛け、接遇の向上に努める。

施設・設備の適切な維持管
理を行う

定期的に校内巡視を行い修繕等必要な箇所等を把握するとともに、必要に
応じて予算要求を行い適切な施設の維持管理に努める。

効果的な予算執行を行う

各分掌と情報の共有化を図り、学校経営目標が実現するための事務処理を
行う。

職員に対して節電・節水や用紙の節約等を呼び掛けることで経費の節減を
図り、教育活動充実のための予算の執行に努める。

電話・来客対応は丁寧に行っ
た。
施設・設備の不具合が多く発
生したが、迅速に予算要求を
し修繕を行った

A
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